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新
潟
県
も
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、

高
速
道
路
の
一
部
開
通
に
続
い
て
、

十
一
月
十
五
日
に
は
い
よ
い
よ
県
民

待
望
の
上
越
新
幹
線
が
、
大
宮
始
発

で
す
が
開
通
し
ま
す
。

　
あ
さ
ひ
、
と
き
あ
わ
せ
て
大
宮
～

新
潟
問
を
一
日
二
十
一
往
復
し
、
越

後
湯
沢
駅
に
は
十
五
本
、
浦
佐
駅
に

は
十
本
が
停
車
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
上
野
～
大
宮
間
は

新
幹
線
リ
レ
ー
号
で
連
絡
さ
れ
ま
す
。

（
詳
細
は
下
記
ダ
イ
ヤ
表
の
と
お
り
）

　
上
越
新
幹
線
開
通
に
伴
っ
て
、
十

日
町
～
湯
沢
、
浦
佐
間
の
連
絡
体
制

や
駐
車
場
確
保
な
ど
が
待
た
れ
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
シ
リ
ー
ズ
で
市

の
対
応
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

湯
沢
直
通
バ
ス
を
運
行

　
新
幹
線
開
通
と
同
時
に
、
越
後
交

通
で
は
越
後
湯
沢
駅
へ
の
直
通
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
一
日
九
往
復
を
予

定
し
、
十
日
町
駅
～
越
後
湯
沢
駅
間

を
一
時
間
十
分
で
結
び
ま
す
。
　
（
時

刻
表
は
次
号
で
）
新
幹
線
の
越
後
湯

沢
駅
～
大
宮
駅
間
が
一
時
間
（
あ
さ

ひ
）
大
宮
駅
～
上
野
駅
が
二
十
六
分

で
す
の
で
、
十
日
町
～
東
京
は
約
三

時
問
で
結
ば
れ
ま
す
。

湯
沢
．
浦
佐
駅
に
駐
車
場

　
さ
ら
に
、
自
家
用
車
で
新
幹
線
駅

を
利
用
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
市
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
前
に
駐

車
場
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　　　　湯沢駐車場

　　　　　　　　　　イナモト旅館
湯沢駐車場

賦
　西ロ　　　　　　　　　上越新幹線
越後湯沢駅　　　　　至長岡。新潟／

　東ロ
　　　　　　　　上越線

［二二ニコ［二二二⊃至長岡・新潟

国道17号線
　　　　　　至長岡・新潟

関越高速自動車道

　
湯
沢
に
は
、
駅
西
口
か
ら
二
分
の

イ
ナ
モ
ト
旅
館
の
駐
車
場
に
、
十
日

町
市
民
専
用
の
駐
車
場
二
十
台
分
を

確
保
し
ま
し
た
。
前
面
道
路
、
駐
車

場
と
も
消
雪
施
設
が
完
備
し
て
お
り
、

冬
季
利
用
も
可
能
で
す
。

甑
〃
西ロ 上越新幹線

浦佐駅
　東ロ 国道17号線　至長岡

て］□

□□

浦俳購童場

上越新幹線ダイヤ表

　
浦
佐
に
は
、
駅
東
口
か
ら
一
分
の

と
こ
ろ
に
高
柳
町
、
川
西
町
と
共
同

で
三
十
三
台
駐
車
可
能
の
駐
車
場
を

つ
く
り
ま
し
た
。
前
面
道
路
に
は
消

雪
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
駐
車
場
に

は
消
雪
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

冬
季
使
用
は
不
可
能
で
す
。

　
両
駐
車
場
の
利
用
方
法
は
現
在
検

討
中
で
あ
り
、
決
ま
り
次
第
、
市
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

車場佐浦

新幹線 1 5 運休 7 9 11 15 19 21 25 27 29 33 35 37 39 41 45 49 53
リレー号

レ■

万 号 転目
匹1

万
「』

’7ヲ
「』

万 号
「」

万
口
万

［』

万
「』

万
口
万 号 号

「■

万 号
「■

万 号 号
「■

一天デ

上　野 6：1 7：1 8：17 911 9：4 10：47 11：4 12：17 13：17 13：47 14：17 15：17 15：47 16：17 16二47 17：17 18：17 19：17 20：17

大　宮 6：43 7：43… 8：43 9：3910：13 11：13 12：13 12：43 13：43 14：13 14：43 15：43 16：13 16：43 17：13 17：43 18：42 19：43 20：43

上　越 と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

と
き

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

と
き

新幹線 301 101 151 303 153 103 305 307 309 191 155 311 157 193 313 105 315 159 317 107 319

口
万

口
万

口
万 号 号 口

万 号 口
万

口
万

口
万 号 号 号 号 口

万 号 号 口
万 号 号 号

大　宮 6：3 7：05 8：05 8：3 9：0510：05 10：35 11：3 12：3 13：05 14：06 14：35 15：05 16：05 16：35 17：05 17： 18：0 19：05 20：05 21：05

越後湯沢 7：45 レ 9：06 9：4 10： レ 11：4 12：4 13：45 レ 15：06 15：45 16：06 レ 17：4 レ 18：45 19： 20：15 レ 22：15

浦　佐 8：
レ レ 10： レ レ 12： 13： 14： レ レ 16： レ レ 18： レ 19： レ 20：30 レ 22：30

新　潟 8：45 8：5010：00 10：4 11： 11：5 12：45 13：4 14：4 15： 16： 16：45 17： 18二〇〇 18：4 18：5 19：4 20： 21二15 21：5 23：15

上　越
あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

と
き

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

と
き

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

あ
さ
ひ

あ
さ
ひ

と
き

新幹線 190 300 100 302 130 102 30i 306 308 152 192 310 312 154 314 156 104 316 158 106 318

号 号 口
万

「コ

万 号
「コ

万
口
万 号 号 口

万 号 号 号 号 号 口
万 号 口

万
口
万 号 号

新　潟 6：45 7：00 7：55
8： 8：45 9：5510： 11： 12： 12：45 13：45 14：00 15：00 15：45 16： 16：4 17：55 18： 18二45 19：55 20：00

浦　佐 レ 7：44 レ 8：4 レ レ 10：44 11：44 12：4 レ レ 14：44 15：44 レ 16：44 レ レ 18：44 レ レ 20：44

越後湯沢 レ
8： レ

9： 9：4 レ 11： 12： 13： 13：4 レ 15： 16： 16：40 17： 17：4 レ 19： 19：40 レ 21：00

大　宮 8：4 9：1 9：4 10：1 10：4 11：4 12：1 13：1 14：1 14：4 15：40 16：1 17：10 17：40 18：1 18：4 19：4 20：10 20：40 21：40 22：10

大　宮 9：01 9：3110：01 10：31 11：01 12：01 12：31 13：31 14：31 15：01 16：01 16：31 17：31 18：01 18：31 19：01 20：01 20：31 21：01 22：01 22：31

上　野 9：27 9：5710：27 10：5 11：2 12：27 12：5 1315 14：5 15：27 16：27 16：57 17：57 18：27 18：57 19：27 20：2 20：5 21：27 22：27 22：57
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姉妹都市コモ市

　　青少年交流記④

真
の
合
理
性

真
霜
良
夫
逡
萄

　
（
青
柳
織
物
）

　
、
・
・
ラ
ノ
か
ら
コ
モ
ヘ
四
十
分
。
こ

の
道
を
知
り
ぬ
い
て
い
る
は
ず
の
運

転
手
の
ク
レ
ン
チ
さ
ん
が
道
を
ま
ち

が
え
た
。
僕
等
を
迎
え
て
く
れ
た
皆

が
、
あ
た
た
か
く
、
そ
し
て
少
し
緊

張
ぎ
み
に
僕
等
に
接
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
、
痛
い
ほ
ど
解
っ
た
。
コ

モ
市
に
は
い
る
と
、
日
本
国
旗
、
イ

タ
リ
ア
国
旗
、
コ
モ
市
旗
が
、
と
き

お
り
車
窓
よ
り
と
び
こ
ん
で
き
た
。

　
コ
モ
市
内
、
様
々
な
所
を
僕
等
は

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
し
、
自
分
達

で
行
っ
た
り
も
し
た
。
大
学
時
代
、
辱

学
芸
員
課
程
を
履
修
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
図
書
館
や
博
物
館
に
は

興
味
が
あ
っ
た
。
そ
の
図
書
館
だ
が
、

蔵
書
三
十
万
冊
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

コ
モ
と
同
規
模
の
日
本
の
市
立
図
書

館
に
こ
れ
だ
け
の
蔵
書
を
有
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
　
更
に
驚

か
き
れ
た
こ
と
は
歴
史
的
資
料
を
実

に
豊
富
に
揃
え
て
い
た
こ
と
、
そ
し

て
、
日
本
と
は
多
分
に
事
情
も
異
な

る
だ
ろ
う
が
、
年
間
貸
出
数
が
十
六

万
冊
に
の
ぼ
る
こ
と
。
十
日
町
市
が

図
書
館
を
計
画
す
る
な
ら
ば
、
相
当

に
綿
密
な
計
画
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
彼
等
は
コ
モ
を
「
世
界
の
コ
モ
」

と
自
負
し
て
い
た
。
趨
ら
の
産
業
を

そ
の
よ
う
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
自

信
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。
僕
等
が
・

見
学
さ
ぜ
て
も
ら
っ
た
工
場
は
、
諏

モ
で
も
屈
指
の
そ
れ
で
あ
り
、
一
概

に
十
日
町
の
そ
れ
と
比
較
も
で
き
は

し
な
い
だ
ろ
う
が
、
工
場
内
で
は
、
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
合
理
性
が
貫
ぬ
が
れ

て
い
た
。
技
術
は
と
も
か
く
、
今
、

十
臼
町
に
必
要
な
の
は
、
真
の
合
理

性
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
，
更
に
コ
モ

の
産
業
が
産
学
一
体
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
実
に
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
。

夫
学
、
高
校
、
い
ず
れ
も
国
立
で
あ

り
、
す
ば
ら
し
い
人
材
を
送
ゆ
だ
せ

る
シ
ス
テ
ム
が
あ
の
街
に
は
あ
っ
た
。

　
最
後
の
夕
食
会
に
は
、
多
く
の
若

者
が
集
っ
て
く
れ
た
。
お
互
い
に
片

言
の
英
語
で
語
ら
っ
た
。
時
に
誤
解

を
笑
い
で
ご
ま
か
し
な
が
ら
…
…
。

「
十
日
町
は
…
」
「
君
は
↓
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
？
」
　
「
僕
の
趣
味

は
…
」
思
え
ば
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
し
か

語
ら
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ダ
ン
ス
を
踊
の
、
歌
を
歌
い
、
夕

食
会
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。
何
人
か
の

若
者
が
、
小
海
君
と
僕
に
向
っ
て
こ

う
い
っ
た
。
　
「
⑦
o
魯
　
畷
o
償

鎚
9
Q
鋤
ぎ
　
ぎ
　
闘
唱
蝉
鵠
Φ
器
o
ゆ
」

僕
等
縁
こ
う
答
え
て
い
た
。

　
「
ω
o
o
　
ぽ
鑑
　
譜
鱒
ぎ
　
ぎ

↓
o
搾
鎚
曇
騨
o
該
　
ご

　
僕
等
は
、
持
っ
て
い
る
全
て
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
き
た
。
ペ
ナ
ン
ト
、

キ
ー
ホ
ル
ゲ
ー
、
ぞ
し
て
、
ゲ
タ
、

果
て
は
浴
衣
、
持
っ
て
い
る
も
の
を

一
つ
で
も
多
く
コ
モ
に
残
し
て
き
た

か
っ
た
。
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公
共
下
水
道
が
　
　
5
．
－

　
　
供
用
開
始
さ
れ
る
け
ど

　
来
春
五
月
一
日
の
、
公
共
下
水
道

第
一
期
計
画
区
域
（
市
の
中
心
部
）

の
供
用
開
始
に
先
だ
っ
て
、
市
で
は

現
在
町
内
ご
と
の
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
説
明
会
の
中
か
ら
、
特
に
質

疑
の
多
い
点
に
つ
い
て
、
問
答
集
と

し
て
紹
介
し
ま
す
。

燭下水道町内別説明会日程
　　　轍蕪

　　　繍　　瀬　鞭
贈

灘灘

　
　
　
　
　
　
　
ハ

劃
、
攣

轍

翻

蒙

使
用
料
に
つ
い
て

問
　
下
水
道
の
使
用
料
は
、
い
つ
か

ら
徴
収
し
、
ど
れ
位
の
金
額
に
な
る

の
で
す
か
。

．
答
　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
の
は
来

年
五
月
一
日
か
ら
で
す
。
排
水
設
備

の
工
事
に
着
手
で
き
る
の
は
そ
の
日

以
降
と
な
り
、
工
事
が
完
了
し
て
市

の
検
査
に
合
格
し
た
と
き
か
ら
使
用

料
金
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
使
用
料
金
は
、
水
量
を
多
く
使
用

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
使
用
料
の
単
価
を

累
進
的
に
高
め
る
累
進
使
用
料
体
系

で
す
。
一
般
家
庭
で
一
ヵ
月
に
二
十

五
立
方
厨
排
除
し
た
場
合
に
は
、
二

千
六
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
。

問
　
下
水
道
使
用
料
の
算
定
と
な
る

水
量
は
何
を
基
礎
と
す
る
の
で
す
か
。

答
　
こ
れ
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
方
法

十
月
十
三
日
困

農
協
福
祉
会
館

本
町
二
、
関
口
樋
口
町
、
水
野
町

立
正
佼
成
会

稲
荷
町
一
、
稲
荷
町
二

十
月
十
四
日
困

商
工
福
祉
会
館

本
町
五
、
西
浦
町
東

立
正
佼
成
会

本
町
六
ノ
ニ
、
稲
荷
町
三
東

十
月
十
五
日
囲

智
　
泉
　
　
寺

泉
町
、
加
賀
糸
屋
町

四
ツ
宮
荘
本
町
六
ノ
一

十
月
十
八
日
側

保
健
セ
ン
タ
ー

栄
町
、
袋
町
西

愛
宕
幼
稚
園

田
中
町
東
、
川
原
町

十
月
十
九
日
ω
℃

智
　
　
泉
　
　
寺

高
田
町
二
、
昭
和
町
四
、
旭
町

四
　
ツ
宮
荘

本
町
六
ノ
三

十
月
二
十
日
㈱

智
　
泉
　
　
寺

昭
和
町
二
、
昭
和
町
三
、
七
軒
町

四
ツ
宮
荘

田
中
町
本
通
り

十
月
二
十
一
日
困

保
健
セ
ン
タ
ー

寿
町
四
、
昭
和
町
一

四
ツ
宮
荘
上
川
町

が
あ
り
ま
す
。

ω
上
水
道
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
上
水
道
の
水
量
メ
ー
タ
ー
の

使
用
量
で
下
水
道
使
用
量
と
し
ま
す
。

ω
上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
い

る
場
合
、
上
水
道
は
そ
の
水
量
メ
ー

タ
ー
で
、
井
戸
水
は
市
で
水
量
メ
ー

タ
ー
を
設
置
し
て
、
上
水
と
下
水
を

合
算
し
た
使
用
量
と
し
ま
す
。

⑥
井
戸
水
の
み
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
市
で
水
量
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し

て
計
測
さ
れ
た
使
用
量
と
し
ま
す
。

問
　
井
戸
水
の
水
量
メ
ー
タ
ー
を
市

で
設
置
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

な
の
で
す
か
。

答
　
水
量
メ
ー
タ
ー
の
機
器
の
み
を

市
が
使
用
者
に
貸
与
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
伴
う
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

使
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
　
上
水
道
の
使
用
メ
ー
タ
ー
は
二

ヵ
月
検
針
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
下

水
道
使
用
料
も
そ
の
メ
ー
タ
ー
で
算

出
す
る
と
な
る
と
、
下
水
道
使
用
料

の
納
入
方
法
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

答
　
上
水
道
と
同
じ
く
、
下
水
道
使

用
料
も
隔
月
徴
収
と
な
り
、
上
水
道

徴
収
月
の
翌
月
に
納
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
下
水
道
に
つ
な
ぎ
込
み
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
排
水
は
何
で
す
か
。

答
　
十
目
町
市
の
下
水
道
排
除
方
式

は
分
流
式
と
い
い
、
雨
水
は
公
共
用

水
域
（
測
溝
や
河
川
）
へ
排
除
し
、

汚
水
の
み
下
水
道
へ
排
除
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

消
雪
水
、
プ
ー
ル
の
排
水
、
冷
却
水
、

ボ
イ
ラ
i
水
な
ど
は
公
共
用
水
域
へ

排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

融
資
に
つ
い
て

問
　
排
水
設
備
工
事
を
行
う
の
に
、

市
の
融
資
を
受
け
た
い
の
で
す
が
、

借
入
額
の
計
算
方
法
や
条
件
、
手
続

き
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

答
　
排
水
設
備
の
直
接
工
事
費
と
、

こ
れ
に
伴
う
改
造
費
の
合
計
額
が
借

入
限
度
額
（
最
高
七
十
万
円
）
と
な

り
ま
す
。
貸
付
条
件
は
、
利
率
年
利

六
・
五
％
、
返
済
期
間
は
融
資
を
受

け
た
翌
月
か
ら
四
十
八
ヵ
月
以
内
、

保
証
人
は
市
内
に
居
住
し
弁
済
能
力

の
あ
る
人
一
名
以
上
、
融
資
の
時
期

は
排
氷
設
備
工
事
等
の
完
了
後
で
す
。

　
借
入
れ
手
続
き
は
、
当
初
の
申
請

は
排
水
設
備
工
事
店
で
代
行
し
て
行

い
、
貸
付
決
定
通
知
が
届
い
た
ら
、

取
扱
金
融
機
関
で
借
入
れ
の
手
続
き

を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
費
に
つ
い
て

問
　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
排
水
設
備

の
設
置
に
は
、
ど
れ
位
の
費
用
が
か

か
る
の
で
す
か
。

答
　
工
事
費
は
、
工
事
ヵ
所
の
状
況

や
配
管
の
長
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
が
、
標
準
的
な
ケ
ー
ス
で
算
定
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
排
水
管
延
長
が
二
十
メ
ー
ト
ル
で
、

汚
水
マ
ス
が
五
ヵ
所
の
場
合

o
排
水
管
布
設
費
（
材
料
、
土
木
費
）

十
六
万
円
　
○
便
器
（
和
式
、
大
小

便
器
）
十
六
万
一
千
円
　
o
取
付
マ

ス
等
　
四
万
九
千
円
　
○
水
道
工
事

費
三
万
円
　
合
計
四
十
万
円

　
た
だ
し
、
大
工
、
左
官
費
用
な
ど

は
含
ま
ず
、
五
十
七
年
の
単
価
で
す
。

姉妹都叢コモ布

　・青少年交流記⑤

心
と
心
の
体
験

宮
沢
溝
美
⑳

　
　
凸
和
服
仕
立
）

　
灘
モ
粛
の
第
㎜
印
象
は
、
幼
い
頃

絵
灘
驚
見
驚
お
叢
ぎ
の
国
の
イ
鍵
…

、
麟
に
、
縁
潔
タ
リ
で
．
緑
が
美
毒
く
、

幽
を
、
鱒
饗
ダ
に
湖
が
広
・
溺
η
、
レ
ン

鯉
造
媛
の
可
愛
ら
じ
い
建
物
が
立
ち

叢
び
．
鱗
の
あ
霧
轟
ち
に
教
会
が
あ

っ
叢
蝶
愚
懸
メ
癒
驚
謬
の
撞
舞
瓶

　
　
　
　
　
　
　
へ

飛
欝
込
ん
だ
懸
ε
患
う
ほ
蕊
驚
し
た
。

　
『
私
選
ぽ
灘
驚
蜜
無
蓋
度
着
鞠
を
養

蕎
機
嚢
懇
持
蕩
蓑
鞍
楚
。
一
度
目
は

灘
役
齎
驚
の
撫
驚
フ
ジ
ョ
ン
の
時
、

叢
獲
欝
ぽ
藩
ヂ
遊
の
前
の
滋
ポ
ル
広

揚
糠
お
祭
頓
懇
箆
に
締
っ
た
時
懸
じ

鷺
。
穂
ぽ
麟
養
物
は
め
欝
癒
雛
糠
よ

懸
謙
．
購
響
議
轟
違
覇
戴
達
や
、
車

騰
乗
繊
鷺
騨
巻
戴
達
議
薫
溝
振
嬢
返

鍛
、
懸
行
懸
．
嬉
竈
懲
鞭
癒
恥
饗
か
じ

糠
灘
麟
妙
嶽
気
持
鶏
繕
さ
巷
墜
燕
叢

難
擬
。
構
役
駈
ま
懸
案
内
蟻
護
毅
れ

蒸
、
欝
女
難
戴
が
藩
羅
欝
瀧
幾
族
衣
装

叢
発
薩
織
　
舗
講
饗
こ
轟
だ
濯
護
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

蕪
磯
簾
撚
蒙
糠
藩
蔭
趣
懸
磯
贈
懸

難
継
慧
畿
驚
。
逡
撃
雛
の
は
、
羅
擦

繋
驚
縫
衛
鱗
蓬
鯵
懇
懸
羅
族
灘
装
蓬

髭
悲
撚
懇
撚
薄
綴
溝
簾
一
、
禰
圏
的
だ

湿
落
熱
繕
懸
繊
翻
奪
懸
ぱ
謙
っ
瀧
く

難
族
鐵
装
癒
蕊
懸
巻
叢
難
嶽
く
麟
婆
、

欝
鞠
館
懸
馨
懸
じ
か
見
る
事
が
襟
き

な
い
そ
う
で
す
。
建
物
や
美
術
晶
な

ど
古
い
物
を
大
切
に
し
、
誇
鯵
に
思

っ
て
い
る
の
に
、
民
族
衣
装
だ
け
が

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
事
は
と
て

も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。
博
物
館
で

、
見
た
民
族
衣
装
は
時
代
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
違
い
、
イ
タ
サ
ア
の
一
つ
の

歴
一

皿
更
を
見
た
よ
う
に
思
い
ま
し
だ
。

　
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
織
物
の

事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国

立
絹
専
門
学
校
に
は
、
昔
の
手
織
機

か
ら
最
新
の
織
機
談
で
色
々
あ
り
、

紋
紙
や
柄
の
型
や
染
め
方
は
、
十
臼

．
町
と
嗣
逡
様
だ
と
書
っ
で
い
叢
じ
た
。

私
は
そ
こ
で
面
禽
い
機
械
を
見
る
事

が
で
き
ま
し
だ
。
そ
れ
は
薄
い
裏
地

じ
か
織
る
事
の
懸
き
な
い
織
機
で
、

霧
と
い
う
か
水
し
ぶ
き
の
様
な
物
が

脇
か
鰯
燭
て
そ
薦
羅
よ
っ
驚
布
溺
織

れ
る
機
械
で
し
た
。

　
コ
モ
で
も
萎
一
つ
嚢
鋤
れ
鑑
れ
な
い

の
は
、
筆
一
歳
の
少
女
エ
レ
鎌
ち
癖

ん
と
麦
達
羅
な
燈
だ
事
で
す
。
お
互

い
に
書
葉
は
通
嬢
な
嫌
蓬
わ
が
9
慈

鞭
て
蟷
被
女
は
灘
タ
喫
ア
語
懸
一
盤

、
縣
幽
命
話
し
か
皿
難
．
私
は
闘
叢
累
醗
囎
で
・
：
。

で
も
不
思
議
な
事
縫
話
じ
か
継
馨
れ

る
書
葉
は
お
が
鯵
糠
く
謹
も
、
侮
溺

書
齢
た
い
の
か
伝
わ
の
懇
薬
る
の
癒

ず
。
　
心
緒
に
手
奮
纐
な
撚
懸
歩
い
だ

鱒
．
ぶ
ざ
け
合
っ
懇
笑
類
蓬
璽
、
ミ

慧
欝
に
行
っ
灘
帰
璽
の
．
郷
ス
の
中
餐

お
互
騨
鷹
糊
賎
く
楼
極
だ
ね
。
甲
緒

、
楼
眠
溺
う
が
燦
と
肩
を
寄
懸
合
っ
憲

磯
饗
だ
鱒
。
彼
女
老
の
歯
合
騨
驚
私

ぱ
戴
間
と
し
で
㎜
．
番
大
籾
懸
も
の
を

学
び
叢
じ
だ
、
ぞ
灘
ぽ
心
邊
心
の
つ

な
が
拶
で
ず
。

』

　「一門　　　　　　



④とおガ夢3昭和57年10月10日

織
物
卸
亮
業
大
幅
に
落
ち
込
む
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
昭
和
57
年
商
業
統
計
調
査
概
数
速
報
米

　
今
年
六
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
昭
和
五
十
七
年
商
業
統
計
調

査
の
概
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
卸
・
小
売
業
全
体
（
た
だ
し
飲
食
店

を
除
く
）
で
は
商
店
数
・
従
業
者
数
．

売
場
面
積
と
も
増
加
し
ま
し
た
が
、

年
間
販
売
額
は
逆
に
十
七
億
四
千
二

昭和57年商業統計調査結果表

百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
卸
・
小
売
業
別
に
み
ま
す
と
、
卸

売
業
は
商
店
数
・
従
業
者
数
に
つ
い

て
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
年
問
販
売

額
は
織
物
卸
売
関
係
の
大
幅
な
減
少

（
前
回
比
百
八
十
九
億
円
減
）
に
よ

り
、
卸
売
業
全
体
で
も
八
十
四
億
円

余
り
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商店数 従業者数 売場面積 年間販売額
昭和
54年

昭和
57年

対前
回比

昭和
54年

昭和
57年

対前
回比

昭和
54年

昭　和
57　年

対前
回比

昭和54年 昭和57年 対前回比

総　　　　数
（飲食店を除く〉

784 874
　％
11．5

　人
3，627

　人
4，049

　％
11．6

　㎡35，303
　　㎡
47，052

　％
33．3

　　万円
13，465，695

　　万円
13，290，975

　　％
△1．3

一般卸売業
（内織物卸売業）

109
（62）

132
（61）

21．1
（△1．6）

1，067
（603）

1，222
（580）

14．5
（△3．8）

10，262，279
（8，641，292）

9，418，073

（6，751，971）

△8．2
（△21．9）

小売業計
（飲食店を除く）

675 742 9．9 2，560 2，827 10．435，303 47，052 33．3 3，203，416 3，872，902 20．9

各種商品
小　売　業 1 1 0．0 X X 一 X X 『 X X 一

織物・衣服
身の回り品小売業

111 122 9．9 436 432 △1．0 9，387 10，799 15．0 493，139 599，213 21．5

飲食料品
小　売　業

284 297 4．6 901 1，020 13．2 13，209 17，890 35．4 1，120，614 1，403，648 25．3

自動車　・
自転車小売業

45 57 26．7 X X 一 X X 『 X X 一

家具・建具
じゅう器小売業

86 94 9．3 334 347 3．9 6，401 9，452 47．7 315，325 423，523 34．3

ぞの他の
小　売　業

148 171 15．5 636 709 11．5 5，352 7，177 34．1 847，427 990，463 16．9

飲　食　店 252 271 7．5

（注）　1．昭和57年調査は概数のため、通商産業省の集計とは一致しないこと炉あります・
　　2．xは公表をさしひかえたものです。

　
一
方
小
売
業
は
堅
実
な
伸
び
を
み

せ
、
各
項
目
で
そ
れ
ぞ
れ
前
回
を
上

ま
わ
る
数
字
を
示
し
て
い
ま
す
．
ま

た
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
・
す

し
屋
な
ど
に
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
年
間
販
売
額
全

体
に
占
め
る
織
物
卸
売
業
の
落
ち
込

み
を
小
売
業
関
係
の
販
売
額
の
伸
び

で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
結

果
と
な
り
、
当
市
の
商
業
活
動
も
一

段
と
厳
し
い
時
期
を
迎
え
た
と
い
え

ま
す
。

（
注
…
今
回
の
調
査
で
は
、
商
品
の

小
売
と
同
種
商
品
の
修
理
を
兼
ね
て

い
る
も
の
等
を
調
査
対
象
と
し
た
た

め
、
若
干
増
加
率
の
一
因
と
し
て
影

響
し
て
い
ま
す
）

新潟県最低賃金
新潟県内で働くずべての労働者に適閑する

県最低賃金が次のとおり改正されました・

1日3，053円（舗罐闘離當働）

　　　効力発生日　10月玉0日

　
十
月
十
八
日
が
「
統
計
の
日
」
と

さ
れ
た
の
は
、
我
が
国
で
最
初
の
近

代
的
生
産
統
計
で
あ
る
「
府
県
物
産

表
」
と
い
う
統
計
調
査
が
明
治
三
年

九
月
二
十
四
日
に
実
施
さ
れ
た
と
い

う
由
来
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
日
を
太

陽
暦
で
い
い
ま
す
と
十
月
十
八
日
に

な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
多
様
化
し
た
現
代
社
会
の
中
で
、

「
統
計
」
は
そ
の
位
置
づ
け
を
ま
す

ま
す
重
要
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
「
統
計
行
政
」
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

10歳を迎えた盤冒｝⑳圖

　　　　　昭和48年711311制定

　　＼・　　　）

、，　　　∠z亟｝、
亡＝一一一一一　　　　　＿

統計については
市総務課企画広報係へ
B7－3111番（内線235）

ガソリンスタンドは日曜休業
　揮発油販売業法の一部改正に伴い、10月から全国

一斉にガソリンスタンドの日曜休業が実施されてい

ますのでご協力ください。

　やむを得ず日曜日に給油しなければならないとき
は、輪番制や振替制などによる日曜営業店が国から

認定されていますので、近くのガソリンスタンドの

案内表示などを確認のうえ、営業店で給油してくだ
さい。

　日曜日以外の休日は、当分の間、本県では営業が

認められています。

姉妹都市コモ市

　　青少年交流記⑥

柏
日
駐
か
ら
世
界
へ

　
　
根
津
勝
四

　
　
　
（
中
条
病
院
）

　
諏
モ
で
の
臼
程
の
は
じ
め
は
、
市

役
所
議
会
室
で
の
公
式
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
。
男
性
は
ス
ー
ッ
、
女

性
は
着
物
で
出
席
。
静
粛
の
中
に
も

緊
張
感
が
漂
い
、
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
私
も
、
私
達
の

姉
妹
都
市
青
少
年
派
遣
と
使
命
感
、

そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
決
意
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
達
に
対

す
る
歓
迎
と
心
づ
か
い
は
、
私
に
、

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
終
え
て
、
街
中
を
歩
い

て
行
く
時
、
私
達
に
注
が
れ
る
視
線

を
感
じ
て
、
こ
こ
で
は
、
私
達
が
外

国
人
で
あ
っ
た
の
だ
と
気
づ
い
て
思

わ
ず
苦
笑
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
ラ
ッ
キ
ー
な
事
に
、
私
の
念
願
で

あ
っ
た
病
院
見
学
は
、
三
日
目
に
叶

え
て
い
た
だ
い
た
。
心
臓
外
科
医
の

マ
ッ
テ
ウ
ッ
チ
氏
は
、
診
察
の
忙
し

い
時
間
を
さ
い
て
、
私
の
た
め
に
案
内

し
て
く
だ
さ
っ
た
。
私
に
病
院
内
の

少
し
で
も
多
く
の
施
設
と
、
ぞ
こ
で

働
く
少
し
で
も
多
く
の
人
達
と
接
す

る
機
会
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
心
づ

か
い
が
、
　
｝
緒
に
い
て
よ
く
わ
か
っ

た
。
私
の
仕
事
関
係
か
、
興
味
を
引

く
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
特
に

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
数
多
く
の
モ
器
タ

ー
装
置
に
よ
る
患
者
管
理
に
は
、
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

病
棟
に
行
っ
た
時
、
ベ
ッ
K
に
横
だ

わ
る
老
人
か
ら
、
に
こ
や
か
に
か
潔

　
ン
ジ
ョ
ル
ノ
”
と
あ
い
さ
つ
巻
さ
載

た
時
に
は
、
私
自
身
驚
い
た
。
緊
張

し
て
い
た
私
が
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ

て
勇
気
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
時
、
私
は
、
臼
常
何
げ
嶽
く
使
っ

て
い
る
書
葉
が
、
い
か
に
人
を
勇
気

づ
け
る
か
を
教
え
ら
れ
た
気
が
ず
る
。

　
そ
し
て
、
私
に
と
っ
て
最
も
忘
れ

難
い
感
動
的
な
イ
ベ
ン
藝
は
、
献
イ

ッ
ラ
・
オ
ル
モ
で
の
晩
餐
会
懸
あ
っ

た
。
由
緒
あ
る
豪
邸
で
の
灘
モ
青
少

年
と
の
交
流
は
、
こ
の
時
に
頂
点
に

達
し
た
。
そ
の
時
の
ス
パ
リ
ー
ノ
市

長
よ
り
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
の

　
「
確
か
に
、
あ
な
た
達
は
、
譲
モ
甫

の
数
多
ぐ
の
良
い
面
を
見
る
こ
と
藻

で
き
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で

コ
モ
市
全
体
を
理
解
し
て
欲
し
く
麟

い
。
本
当
の
姉
妹
都
市
交
流
の
役
割

を
、
十
目
町
の
人
々
に
伝
え
て
欲
し

い
。
そ
れ
は
、
交
流
を
通
し
て
、
お

互
い
が
共
存
繁
栄
し
、
そ
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
に
ょ
9
、
究
極
的
に

世
界
の
平
和
へ
と
結
び
つ
け
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
両
都
市
閥
の
青
少
年

の
親
善
交
流
が
果
た
ず
役
割
の
大
き

い
こ
と
を
願
っ
て
い
る
．
」
と
い
う

，
、
言
葉
が
、
今
で
も
強
く
残
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
交
流
が
続
く
た
め
に
、
次
回

の
十
日
町
で
の
再
会
を
コ
モ
の
青
少

年
と
誓
っ
た
時
、
今
回
私
達
の
果
た

し
た
役
割
が
、
コ
モ
の
青
少
年
に
引

き
継
が
れ
て
い
く
と
思
っ
た
。
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日
ご
と
に
寒
K
な
り
、
暖
房
器
具

等
の
使
用
も
加
わ
り
、
火
災
の
多
発

す
る
季
節
を
前
に
、
新
潟
県
で
は
全

国
に
先
が
け
て
十
月
二
十
六
目
～
十

目
で
用
心

一
月
一
日
の
一
週
間
、
県
下
一
斉
に

秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
．

　
期
間
中
に
消
防
職
員
、
消
防
団
員

が
火
の
元
検
査
に
伺
い
ま
す
。

　
冬
の
火
災
原
因
で
最
も
多
い
の
は

ス
ト
ー
ブ
・
コ
タ
ツ
の
不
注
意
で
、

特
に
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
の
干
物
は
危

険
で
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
多

い
の
は
、
◎
天
ぶ
ら
鍋
の
着
火
、
◎

石
油
風
呂
釜
掃
除
不
良
に
よ
る
異
常

燃
焼
で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
冬
期
間
は
、
雪
囲
い
な
ど

の
た
め
避
難
口
が
ふ
さ
が
り
ま
す
が
、

確
保
す
る
よ
う
努
力
し
、
特
に
、
身

体
の
不
自
由
な
人
、
老
人
、
幼
児
は

避
難
し
易
い
場
所
に
寝
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
冬
は
、
雪
の
重
力
に
よ

る
プ
・
パ
ン
ガ
ス
事
故
が
多
発
し
ま

す
が
、
一
瞬
に
し
て
大
惨
事
を
引
き

起
こ
し
危
険
で
す
か
ら
、
屋
外
の
配

管
、
メ
ー
タ
i
部
分
に
力
が
か
か
ら

な
い
よ
う
丈
夫
な
囲
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。危

険
物

　
　
取
扱
者
試
験
実
施

　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
く
、
今
年

度
二
回
目
の
危
険
物
取
扱
者
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

試
験
の
種
類
　
乙
種
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
全
類
）
。
丙
種
危
険
物
取
扱

者
試
験

試
験
期
日
　
十
一
月
十
四
日
（
日
）

試
験
場
所
　
長
岡
市
・
小
千
谷
市
な

ど
（
会
場
は
願
書
受
付
け
後
本
人
に

受
験
票
で
通
知
）

受
験
資
格
　
ω
乙
種
危
険
物
取
扱
者

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
座
談
会
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
下
条
で
の
市
民
と
語
る
日
ー

繕

　
十
月
の
「
市
民
と
語
る
目
」
は
、

下
条
地
区
で
行
わ
れ
、
七
組
四
十
八

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
下
条
地
区
か
ら
は
、
市
が
来
年
度

か
ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
「
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
事
業
」
に
つ
い
て
、
　
“
雪

を
克
服
し
、
若
者
の
定
住
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
下
条
づ
く
り
”
に

地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

重
点
事
業
の
神
明
公
園
、
中
峰
ス
キ

ー
場
、
東
下
組
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備

し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
。
二
十
町

歩
を
予
定
し
て
い
る
中
島
土
地
改
良

組
合
の
団
体
営
で
の
ほ
場
整
備
の
早

期
実
施
。
下
条
本
町
、
中
央
通
り
の

流
雪
溝
を
含
む
道
路
改
良
、
小
中
学

校
の
問
題
な
ど
が
出
さ
れ
、
市
長
か

ら
は
、
　
「
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
は
競

争
も
厳
し
い
が
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

基
盤
整
備
は
で
き
る
だ
け
短
年
度
で

す
る
。
道
路
改
良
は
土
木
事
務
所
と

協
議
す
る
。
学
校
問
題
に
つ
い
て
は

小
学
校
改
築
を
優
先
し
、
そ
の
後
、

中
学
校
の
プ
；
ル
を
作
り
た
い
と
、

答
弁
が
あ
り
、
そ
の
後
、
　
「
下
条
を

考
え
る
会
」
と
の
地
域
づ
く
り
を
考

え
る
座
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
験
（
全
類
）
…
製
造
所
な
ど
で
危

険
物
取
り
扱
い
の
実
務
経
験
が
六
力
4

月
以
上
の
人
、
ω
丙
種
危
険
物
取
扱

者
試
験
…
学
歴
、
実
務
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

試
験
　
筆
記
試
験
（
択
一
式
）

受
験
手
数
料
　
乙
種
…
二
千
円
、
丙

種
…
千
六
百
円
　
※
手
数
料
は
、
県

収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
貼
っ
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
月
十
六
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
先
　
新
潟
県
総
務
部
消
防

防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
）

合
格
発
表
　
十
一
月
下
旬

問
い
合
せ
　
受
験
願
書
は
十
日
町
地

域
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
．
お
問
い

合
せ
も
同
本
部
予
防
課
（
E
七
－
一

五
五
五
番
内
線
二
九
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
準
備
講
習
会
開
催

　
県
で
は
十
一
月
十
四
日
（
日
）
に

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
し
ま
す

が
、
県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
そ
れ

に
備
え
た
受
験
準
備
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
会
場
十
一
月
一
目
・
二
目

　
南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
塩
沢

町
）講

習
対
象
者
　
乙
種
第
四
類
の
危
険

物
取
扱
者
試
験
の
受
験
者

受
講
料
　
危
険
物
協
会
員
　
三
千
円

　
　
　
　
非
協
会
員
　
四
千
五
百
円

申
し
込
み
期
間
十
月
二
十
五
日
ま
で

に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課
へ

下
水
道
・
地
下
水
・
選
挙

公
報
発
行
条
例
な
ど
可
決

　
　
　
－
第
三
回
定
例
市
議
会
1

　
市
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月

七
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
の
十
四

目
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
来
春
五
月
供

用
が
開
始
さ
れ
る
下
水
道
の
使
用
料

を
盛
り
込
ん
だ
「
十
日
町
市
下
水
道

条
例
の
制
定
」
、
市
議
会
議
員
・
市

長
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
（
候
補

者
の
氏
名
・
経
歴
・
政
見
及
び
写
真
）

の
発
行
を
定
め
た
「
十
日
町
市
選
挙

公
報
発
行
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」

地
下
水
の
保
全
と
利
用
適
正
化
を
図

る
た
め
の
「
十
日
町
市
地
下
水
利
用

適
正
化
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
な

ど
、
議
案
三
十
三
件
を
可
決
、
請
願

五
件
を
採
択
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
請
願
三
件
は
、
請
願
者
よ
り
の

取
り
下
げ
の
申
し
出
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◎
採
択
さ
れ
た
請
願

o
市
道
稲
子
平
線
（
椌
木
地
内
）
及

び
椌
木
二
号
線
の
一
部
改
良
舗
装
に

関
す
る
請
願

○
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
制

化
に
つ
い
て
の
意
見
提
出
に
関
す
る

請
願

○
愛
宕
幼
稚
園
木
造
園
舎
改
築
に
関

す
る
請
願

o
市
道
川
治
下
町
六
号
線
道
路
舗
装

並
び
に
側
溝
改
良
に
関
す
る
請
願

o
市
道
新
座
四
号
線
の
一
部
及
び
二

十
五
号
線
改
良
に
関
す
る
請
願

　
議
会
発
議
と
し
て
、
九
月
末
付
で

任
期
満
了
と
な
る
市
選
挙
管
理
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
八
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員

　
霜
垣
正
秋
（
麻
畑
）
開
発
一
郎
（
桑

原
）
富
井
泰
一
郎
（
馬
場
）
　
樋
熊

徹
（
中
条
下
町
）

○
同
補
充
員

　
半
間
博
次
（
上
川
町
）
　
入
田
貞

（
稲
葉
）
　
柳
秀
夫
（
六
箇
山
谷
）

小
川
恒
吉
（
浅
之
平
）

　
ま
た
、
次
の
意
見
書
三
件
を
可
決

し
、
各
関
係
省
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
．

○
昭
和
五
十
七
年
度
下
期
道
路
事
業

費
の
追
加
補
正
に
関
す
る
意
見
書

○
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
制

化
に
関
す
る
意
見
書

○
農
畜
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大

阻
止
に
関
す
る
意
見
書

　
一
般
質
問
は
、
議
案
に
関
係
な
く

市
の
行
政
事
務
の
状
況
や
将
来
に
対

す
る
方
針
な
ど
を
た
だ
す
も
の
で
、

定
例
会
に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
は
、
七
人
の
議
員
が
発
壇
し
、

農
政
、
道
路
、
建
設
、
老
人
福
祉
、

流
消
雪
問
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
、

理
事
者
側
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
．

　
詳
し
く
は
、
公
民
館
な
ど
に
備
え

て
あ
る
会
議
録
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
．



　下水道終末処理場

　本格的な下水道工事に着手して8年。来春5月供用
開始を目指して心蔵部（終末処理場）の建設に最後の

追い込みです。

　県営ほ場整備事業市之沢工区

　7月着工。来年の春耕までに14．5haの美田に生まれ

変わります。

　
今
年
の
市
政
の
重
点
施
策
は
、
教

育
・
道
路
・
産
業
・
克
雪
で
す
。

　
こ
の
重
点
事
業
を
実
現
す
る
た
め

に
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
降
雪
期
を

前
に
、
急
。
ヒ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
教
育
関
係
で
は
、
下

条
中
の
屋
内
体
育
館
、
吉
田
中
の
校

舎
な
ど
五
校
で
改
築
が
進
み
、
本
格

的
な
ス
タ
ン
ド
付
公
認
野
球
場
の
笹

山
球
場
が
十
月
末
完
成
し
ま
す
。

　
産
業
関
係
で
は
、
地
場
産
業
振
興

の
殿
堂
「
ク
ロ
ス
ー〇
十
日
町
」
が
そ

の
輪
郭
を
あ
ら
わ
し
、
待
望
の
県
営

ほ
場
整
備
事
業
も
ス
タ
i
ト
し
て
、

市
之
沢
・
土
市
川
原
の
両
工
区
を
合

せ
て
二
十
診
が
美
田
に
変
り
ま
す
。

　
道
路
関
係
で
は
五
十
路
線
で
改
良

舗
装
工
事
が
行
わ
れ
、
流
雪
溝
工
事

も
六
路
線
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
五
月
の
供
用
開
始
を

め
ざ
し
て
、
下
水
道
事
業
の
心
臓
部

終
末
処
理
場
の
工
事
が
大
詰
め
で
す
。

　
今
年
の
重
点
事
業
の
一
部
を
建
設

工
事
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　地場産業振興センター

　昨年11月着工。来年5月には織物

を中心とした地場産業振興の殿堂が

完成します。総工費21億円。“クロス

10十日町”の愛称も決まっています。

、舞

　　　野、　無懸

　
下
条
中
屋
内
体
育
館

　
今
年
中
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
ニ
面

が
取
れ
る
体
育
館
が
完
成
し
ま
す
。

　
吉
田
中
校
舎

　
五
十
七
・
五
十
八
年
の
継
続
事
業
。

普
通
教
室
（
八
）
、
特
別
教
室
（
七
）

な
ど
。
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1　　笹山野球場　　　l
l所在地　中条上町　　　l
l収容人員　内野2，000人　1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
睾　　　　　　外野4，000人　毒
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
睾球場面積　両翼91m　　　も
，　　　　　　　　　　　　　　争
1　　センター　120m　　l
l駐車場　　約200台　　　1

り』・II”1・rひ・1畳”1・rφ・1肝ll卜rθト・llIII・ro』II闘』r6卜5“15・rrの』・IIlhひ・llllh司P』Illll・rφ』・llll』ひ。1闘1・rσ

　　原為永線改良工事

　57年度の市道改良舗装は50路

　線で整備が進んでいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　嚢　　　　　　　轟　　　　　癒　　　灘

　流雪溝工事

　諏訪町、西寺町、稲荷町など6

路線に流雪溝を新設し雪に強い都

市づくりが進みます。

（運動の重点）

1．夕暮れ時の交通事故防止

2．交通三悪（飲酒運転・速度違反・一時

　不停止）の一掃

　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　奪　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　攣　　　　　　　　早　　　　　　　の　　　　　時　　　　れ　　募　タ～

9月中の交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　（）56年

発生件数 死者数 傷者数

十日町市 13（13） 0 14（17）

川　西　町 0（7） 0 0（1）

津　南　町 1（1） 1 0（1）

中　里　村 0（2）， 0 0（4）

郡　市　計 14（17） 1 14（23）

郡市1月
～9月合計

112（1（殴） 4（2） 136（126）

ボ
ゑ
ジ
羨
郷
礁
ビ
ユ
ー
ロ
ー

　
　
　
設
立
総
会

日
時
　
十
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

会
場
　
農
協
福
祉
会
館

記
念
講
演

　
新
潟
大
学
講
師
　
ア
ン
デ
ィ
神
父

　
※
ア
ン
デ
ィ
神
父
は
、
新
潟
市
に

ア
ン
デ
ィ
の
家
を
設
立
し
、
身
障
者

と
健
常
者
と
が
一
緒
に
生
活
し
て
、

身
障
者
の
自
立
助
長
に
献
身
的
な
努

力
を
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

　
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
～

ケ
シ
き
レ
レ
セ
ド
き
き
し
ト
ド
レ
シ
き
ド
レ
シ
ヒ
ヒ
し
ト
ド
し
ト
サ
に
シ
に
レ
し
ド
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ハ
ー
ス
　
シ
リ
ー
ズ
盤

カ
ラ
ー
の
お
嬢
ε
ん

“
毒
≦
⇒
4
斗
≦
≦
4
4
斗
斗
4
⇒
4
4
4
≦
≦
4
≦
≦
4
≦
4
斗
≦

★
十
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
の
お
嬢
さ

ん
は
、
至
誠
堂
医
院
で
事
務
を
し
て

い
る
二
至
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
霜

垣
明
香
（
さ
や
か
〉
さ
ん
。

鶏
父
も
母
も
織
物
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
、
着
物
に
接
す
る
機
会

は
あ
η
ま
す
が
自
分
で
着
る
と
い
う

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
ぜ
ん
。
着
物

は
嫌
い
で
は
な
い
ん
で
ず
け
れ
ど
」

★
十
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
は
想
紫
苑

（
お
も
わ
れ
し
お
ん
）
。
や
さ
し
い

響
き
が
、
野
に
咲
く
ゆ
か
し
き
桔
梗

の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

門
母
に
…
紫
の
似
合
う
人
は
き
れ
い

な
人
が
多
い
け
ど
、
お
前
は
似
合
わ

な
い
ね
…
と
書
わ
れ
た
ん
で
す
よ
」

★
昔
は
長
か
っ
た
髪
も
、
今
は
松
田
，

聖
子
風
カ
ッ
ト
、
ス
リ
ム
な
体
に
マ

繋
チ
し
て
、
い
か
に
も
現
代
っ
子
と

い
づ
た
感
じ
．
し
ば
ら
く
考
え
て
自

分
の
性
格
を
。

漁
頑
固
な
反
面
、
人
が
良
す
ぎ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
み
た
い
で
す
ね
」

★
話
好
き
な
人
見
知
り
を
し
な
い
お
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官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
ま
ん
v
四
　
官

　
　
　
　
　
　
生
お
　
双
　
府

　
　
　
　
　
　
　
　
し
G
さ

　
　
　
　
　
　
萌
れ
卵
香
官

　
　
　
　
　
　
1
わ
R
明
　
官

　
　
奪
　
　
　
も
丁
垣
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
お
s
霜
　
W

嬢
さ
ん
に
し
て
は
・
写
真
を
撮
ら
れ
w

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

る
の
が
唯
一
の
苦
手
と
か
。
　
　
　
官

「
顔
は
す
べ
て
嫌
い
で
す
。
写
真
う
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

っ
り
も
悪
い
し
。
え
っ
写
真
撮
る
ん
官

で
す
か
！
」
　
　
　
　
　
　
　
官

★
若
い
女
性
の
目
が
都
会
へ
と
向
い
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

て
い
る
こ
の
ご
時
勢
。
明
香
さ
ん
の
押

目
に
は
何
に
も
映
ら
な
か
っ
た
の
で
響

し
ょ
う
か
・
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃

「
確
か
に
都
会
に
憧
れ
た
時
期
も
あ
胃

粉
ま
し
た
。
で
も
住
む
の
な
ら
や
は
官

り
十
日
町
・
雪
が
降
ら
な
け
れ
ば
と
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府

人
は
言
い
ま
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

街
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
」
　
　
　
響

★
郷
ひ
ろ
み
が
好
き
で
、
読
書
と
禽

の
運
転
と
旅
行
が
趣
味
と
の
こ
と
。
W

「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
ね
」
讐

言
薬
を
選
び
な
が
ら
丁
寧
に
応
対
し
W

て
く
れ
で
・
と
て
も
好
感
が
も
て
ま
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

す
。
数
年
後
に
は
、
お
母
さ
ん
も
認
W

め
る
紫
の
似
合
う
素
敵
な
女
性
に
な
罧

っ
て
い
る
こ
ど
請
け
合
い
な
バ
ー
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宥

カ
ラ
↑
の
お
嬢
さ
ん
で
し
た
。
　
　
四

…「7｝
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おり訣せんか

が劇
い

締
惨喋

魅
　
◎

蓼1多

勧すぐれない

軽視されています

〆
酷

い

噸諭する
齪≒鰯

貧
鎌

鰹

　
近
年
の
社
会
環
境
の
都
市
化
や
核
家
族
化
を
背
景
に
、
婦
人
の

職
場
進
出
、
子
ど
も
の
数
の
減
少
と
い
っ
た
こ
と
で
、
母
子
保
健

を
取
り
ま
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
風
邪
が
万
病
の
も
と
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
女
性
の
貧
血
は
、
女
性
の
病
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
女
性
の
貧
血
は
、
特
に
若
い

女
性
（
母
親
予
備
軍
）
に
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
実
態
は
、

貧
血
か
ど
ケ
か
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
　
“
ガ
ン
”
と

い
う
も
の
よ
り
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
貧
血
」
に
つ
い
て
、
そ

の
特
集
を
し
て
み
ま
し
た
。

妊
．
婦
の
、
四
選

　
女
性
に
は
、
妊
娠
、
出
産

と
い
う
“
大
仕
事
”
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
貧
血
に

つ
い
て
は
深
い
関
心
を
持
た

な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

た
か
が
貧
血
ぐ
ら
い
…

と
考
え
て
は
い
け
な
い
の
で

す
。　

昭
和
五
十
六
年
に
市
内
で

六
百
十
八
人
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う

ち
の
四
分
の
一
（
二
十
七
欝
）

卸だるい

イラィラ鉾

（フ

轟、手暫

冷えるノ

に
．
一
蕊
罎
貧
血

萎
灘

撒

の
母
親
が
、
妊
娠
中
に
貧
血
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
献
血
運
動
に
お
い
て
も
、
健
康
に

自
信
の
あ
る
女
性
で
も
貧
血
等
に
よ

り
不
合
格
に
な
っ
た
人
が
多
く
い
ま

し
た
。
　
（
左
図
）

　　　男51人
　　　（19．5％）

　266人
不合格者

女214人
（80．5％）　　ノ

昭和56年献血申込者で不合
格になった人

　
貧
血
か
ど
う
か
を
わ
か
ら
な
い
人

が
多
い
こ
と
。
ま
た
貧
血
で
あ
っ
て

も
ど
う
し
た
ら
良
い
か
そ
の
方
法
を

知
ら
な
い
人
が
意
外
に
多
い
よ
う
で

す
。　

“
が
ん
”
と
い
っ
た
も
の
よ
り
も

軽
く
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
や
む
を

得
な
い
と
し
て
も
、
恐
し
い
病
へ
の

出
発
点
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
の
貧

血
に
つ
い
て
、
女
性
自
身
が
深
い
関

心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
確
か
な
よ
う
で
す
。
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耳豊お吉よ．～二

　近年、若い娘さんたちの間で美容の目的からの減食が

流行しており、「これには思わぬ”落とし穴、、があるから

注意が肝要」　　と順天堂大学医学部産婦人科古谷教授

は警告している。

　娘さんたちは、一応カロリーだけは配慮しているが、

鉄分などの補給には注意を払わない食事を続けた。目的

通りスマートになったのはよいが、メンスが止まり、貧

血症状が現われ、あわてて病院に　　というケースもあ

るという。

　この様な場合、貧血の万は鉄剤の内服、または注射で

治せるが卵巣が萎縮してしまうと、これはなかなか元に

戻りにくいケースもあり、「これからという女性」には一

大事となる。くれぐれも”美を追う減食、、にはご用心、

ご用心。

〈市の栄養士よりひと言〉

　中学生の女子の間にも減食やインスタント食品、スナ

ック食品など好きな物だけを食べる偏った食事傾向が見

られます。給食時においてもパンバーグ、コロッケなど

のカタカナ料理の食べ残しはほとんど見られませんが、

酢の物、お浸し、煮豆等手のかかっている野菜料理に食

べ残しが多いようです。まちがった食習慣がつき始めて

いるのではないかと案じられます。
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，
、

貧
血
の
原
因
琶
馨
の
起
蓬
讐
方
・
・
…

①
血
を
造
る
材
料
が
不
足
し
て
赤
血

球
や
血
色
素
を
造
る
は
た
ら
き
が
低

下
し
た
場
合

－
栄
養
失
調
性
貧
血
は
、
造
血
成

分
で
あ
る
鉄
、
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン

C
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、
葉
酸
な
ど
の
不

足
に
よ
っ
て
起
こ
る
貧
血
で
す
が
、

大
部
分
の
貧
血
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
女
性
の
貧
血
の
八
十
暫
は
、
こ

の
鉄
欠
乏
性
貧
血
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

②
赤
血
球
の
寿
命
が
著
し
く
短
い

た
め
、
赤
血
球
の
不
足
が
補
い
き
れ

な
く
な
っ
て
起
こ
る
場
合

③
出
血
や
外
傷
に
よ
り
血
液
を
失
う

場
合

低
娠

含
冒
イ
9

　
　
胃
や
腸
の
潰
瘍
、
消
化
器
の
ガ

ン
な
ど
内
臓
の
ど
こ
か
で
少
し
ず
つ

継
続
的
に
出
血
す
る
場
合
の
貧
血
。

湾
停意
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ス

爵

・hひIlllゆ・1”Ill－IIllμ’ひll”い’ひllllゆ・1111一’ひ1”1μ”ひllll睡ひllllレひIlll吟ロIII一’ひIlllレひllll卜“lllト酬II睡ひ10ll髄’ひII“ゆIlllp1ひllllレひII“トひII“μひIlilpひllll髄・ひIIIIトひll”p・ひllll睡ひ

女
性
の
場
合
、
月
経
に
よ
る
出
血
、

妊
娠
、
出
産
時
の
出
血
、
子
宮
筋
腫

な
ど
の
障
害
に
よ
る
性
器
出
血
が
貧

血
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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貧
血
予
防
に
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
良
質
の
た

ん
ぱ
く
質
を

三
度
の
食
事

で
、
十
分
に

と
る
こ
と
が

大
切
で
す
．

。
　
騨

　
　
試
…
・

。
　
　
奪

　
　
ぎ

　
　
、
お

　
　
⑪
’

樋

②
新
鮮
な
野
菜
、

だ
も
の
、
と
く
に
緑
黄
色
野
菜
を
ふ

ん
だ
ん
に
と
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
6
　
6

凸　
ノ

，
婆
）

　
　
、
派
　
　
ら

み
か
ん
な
ど
の
く

　　　　ごり

，裏．難

勇
… く

，
き騨

ど1－・レ鰹

③
鉄
分
が
多
い
レ
バ
ー
、
卵
を
上
手

に
と
る
こ
と
。

④
偏
食
を
し
な
い
こ
と
．
朝
食
を
食

べ
な
か
っ
た
り
、
簡
単
な
食
事
だ
け

で
す
ま
さ
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ル

◎

轟
◎
噛

V
V
　
　
　
ン

　
．
！
　
k

吃

皿
脚
ー

　
　
　
、

苧
鎮

灘’髪
》妙・．）

亀夕＝4’
　　　吻

1に

鰐
1
’
　
響

⑤
胃
腸
を
丈
夫
に

⑥
思
春
期
、
妊
娠
期
の
女
性
、
過
労

に
な
り
や
す
い
婦
人
は
、
特
に
貧
血

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
規
則
正
し
い
日
常
生
活
を

灘

ヤ
　』

’

“、留
κ
蹴
　
、

　
（

曹翁

造血食品を積極的にとりましょう

　
鉄
分
は
貧
血
予
防
上
、
特
に
大
切

な
栄
養
素
。
食
品
全
体
の
鉄
吸
収
率

の
平
均
値
は
約
十
新
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
動
物
性
食
品
を
十
分
に
と
れ

ば
、
そ
れ
よ
り
一
層
吸
収
率
が
よ
く

な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
動
物
性
食
品
の
エ
ネ
ル
ギ
i
比
が

十
～
二
十
五
暫
の
場
合
は
、
鉄
吸
収

率
の
上
限
が
十
五
欝
、
ま
た
エ
ネ
ル

ギ
！
比
が
二
十
五
都
以
上
の
場
合
は

二
十
欝
と
い
う
報
告
も
あ
る
ほ
ど
。

　
つ
ぎ
に
、
鉄
を
多
く
含
む
食
品
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

鉄を多く含む食品

食品名
1009中鉄
含有量（㊥ 1回使用料

9 目安量 鉄含有量㈱

豚レバー 16．0 50 寺個 8．0

鯨　赤　身 5．0 100 切身1切 5．0

牛も　も肉 3．6 100 薄切り3枚 3．6

卵　　　黄 6．3 18 1個 1．1

なまりぶし 10．0 50 切身1切 5．0

いわし丸干 10．0 30 2尾 3．0

あ　　さ　　り 8．0 30 10個 2．8

豆　　　腐 1．4 150 者丁 2．1

ほうれん草 3．3 100 青束 3．3

ひ　　じ　き 29．0 10 大さじ2 2．9

に　　　　　ら 2．1 100 1束 2．1

枝　　　豆　、 3．0 50 1　カ　ップ 1．5

“
レ
バ
ー
”
を
使
っ
て

あ
な
た
の
腕
を

ふ
る
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

レ
バ
ー
の

赤
ブ
ド
ウ
酒
煮

〈
材
料
〉

　
レ
バ
ー
…
…
三
〇
〇
グ
ラ
ム

　
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
…
…
少
々

　
小
麦
粉
…
…
カ
ッ
。
フ
⊥
2

　
油
…
・
大
さ
じ
一
杯
半

＠
｛

　
　
赤
ブ
ド
ウ
酒
…
…
カ
ッ
プ
⊥
2

　
　
ケ
チ
ャ
ッ
プ
…
…
大
さ
じ
3

　
　
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
…
大
さ
じ
⊥
2

　
パ
セ
リ
み
じ
ん
切
り
…
…
少
々

〈
つ
〈
り
方
〉

①
　
レ
バ
ー
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ

に
そ
ぎ
切
り
に
し
、
塩
水
に
一
時
間

位
つ
け
、
血
抜
き
を
し
て
か
ら
、
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
と
と
も
に
小
麦
粉
に
ま
ぶ

す
。②

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
①
を

焦
げ
目
が
つ
く
程
度
に
や
く
。

③
ナ
ベ
に
＠
を
入
れ
、
火
に
か
け
て

沸
と
う
直
前
に
な
っ
た
ら
②
を
加
え

さ
っ
と
煮
る
。

④
火
を
止
め
て
か
ら
、
。
ハ
セ
リ
の
み

じ
ん
切
り
を
加
え
、
盛
り
つ
け
る
。

検
診
月
日

検
診
時
闘
．

検
診
会
場

対
象
地
区

　
　
働

⑳
月
麗
日
㈱

午
前
9
時
30
分

～
午
離
歯o
時

馨
鯉
轡

東
下
緯
地
区

午
前
灘
o
時
焉
分

～
午
議
猛
時
30
分

下
条
公
民
館

下
　
条
、
地
　
区

午
後
1
蒔

～
蕪
後
1
時
鵠
発

新
水

克
雪
セ
ン
タ
ー

飛
　
渡
　
地
　
区

午
後
1
時
菊
分

～
蕪
後
3
時

中
条
盗
民
館

中
　
条
　
地
　
区

⑳
月
解
属
㈱

午
前
9
時
鵠
分

～
蕪
離
録
時

中
条
公
疑
館

大
灘
閏
分
館

新
座
・
大
井
田
地
区

午
後
工
酵

㌻
奮
後
2
時
舗
縫

畜
顯
就
業

改
善
灘
馨
擦
ー

吉
　
閏
　
地
　
区

塾o

月
認
臼
㈱

午
繭
麹
縛

～
蕪
離
鐵
蒔

願
場
小
挙
校

篤
　
水
　
地
　
区

（
鵠
敷
饗
盤
家
）

峯
後
蕊
蒔

～
隼
後
2
時
舖
欝

氷
譲
畿
張
藤

氷
　
沢
　
地
　
区

（
右
記
以
外
）

塾o

月
2
9
眉
樹

年
莇
駐
磯
舗
灘

～
肇
叢
鍛
蒔

保
健
懸
繋
饗
ー

牽
霞
町
地
区

午
後
ユ
時

～
肇
後
3
蒔

保
健
懸
灘
費
ー

鋼
治
・
六
箇
地
区

※
今
回
は
前
回
受
け
ら
瀧
襟
か
っ
瀧
秀
離
講
蒙
鰺
嚢
．
龍
麟
受
纏
鰯
れ
な
か
っ
た
方
は
必
ず

　
受
診
し
て
く
だ
さ
い
趣

※
前
回
の
青
い
通
知
書
塗
会
場
催
持
参
珍
驚
護
麓
き
験
。
通
緬
書
塗
な
く
さ
れ
だ
方
は
会
場

　
で
作
ゆ
ま
す
の
で
通
知
書
難
修
懸
悲
愛
診
羅
毒
憲
鷺
躍
き
瞬
。

※
三
桑
五
歳
以
上
の
方
は
血
涯
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

出
張
診
療
日
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
（
お
知
ら
せ
）

　
新
水
診
療
所
は
、
毎
週
火
曜
日
を

出
張
診
療
目
と
し
て
こ
れ
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
道
路
事
情
の
改
善

　
　
ー
リ
ウ
マ
チ
の
会
定
例
会
を
開
催
i

　
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
リ
ゥ
マ
チ
の
会
の
定
例
会
と
親
睦
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
上
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
は
小
海
清
司
盈
二
－
三
二
二
五
番
ま
で
）

　
●
日
時
　
十
月
十
七
日
㈹
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
●
会
場
　
四
ツ
宮
荘
（
本
町
六
）

　
●
昼
食
は
主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
．

等
か
ら
最
寄
り
の
医
療
機
関
へ
の
通

院
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
と
合
せ
て

利
用
者
の
減
少
か
ら
出
張
診
療
日
を

十
一
月
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地

域
利
用
者
の
方
々
に
は
今
後
の
利
用

に
っ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
変
更
後
の
診
療
日

　
第
一
週
火
曜
目
（
午
後
二
時
）

　
第
三
週
火
曜
日
（
午
後
二
時
）

1　
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広げよう…市民のなかにスポーツの輪を

　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を

体育・スポーツコーナー箒真探育盆套ラ三量誌番

信濃川運動公園テニスコートは

使用可能になりました’

台風18号の影響に

より「信濃川運動

公園のテニスコー

ト、トリムコース、

サッカーコート、

野球場Cコート、

ファミリー広場」

r太田島野球場」

は使用不能になり

．ましたが、補修工

事により、テニス

コートは、使用可能になりましたのでお知らせします。

魅
、
鰐
灘
議

旧
騒
灘
、
霧
嚢

甥
．
一、

ポ
、

、
ス

は
『
』

、
月
p
、

『
曇
o

高齢者体育教室参加者募集中！

“体力っくり100日運動“実施中です

　60歳以上の人ならどなたでもOK。軽スポーツを楽しみ

ませんか。

毎週水曜日午後1時30分～3時30分

会場　市民体育館ほか

サイクリング　県納会ラリー兼市民ラリー

　　　　　　　　　　主催　県サイクリング協会
　　　　　　　　　〈主管市サイクリング協会＞

●11月6日（土）～7日（日）雨天決行です。

●参加料　宿泊者7，000円、当日参加2，000円

●コ‘ス指定によるフリーラン方式で行います。

●申込み・問い合わせ先　　　●申込締切日10月25日（月）

市サイクリング協会事務局

錦町1丁目マルセイサイクル清野山和夫（奮7－4860番）

　10月から皆さんの「体力つくりカード」を回収しています。体育

課、市民体育館もしくはお近くの地区公民館にお届けください。

市営笹山野球場竣工近づく！！

妻有衛道勝鴫嘘栄奮蓼亘
　ノー　　　　　　　　　　　　“昔、妻有の里から三国峠へ越
　　　　イ，＿　　　　　　　　　　　　　　えた道。その歴史を探りながらみ

　弘一う些●告奮で糞こ請2、日（，）雨天中止

　　　　慶し，，r．＿之．＿＿…＿●コース　市役所前～栃窪峠
壕照　N近．＿＿幽1・参加費大人・高校生含・・…円

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生以下500円

1露、、愚儀，：岳簡灘ll謙

　　　　　　　　　　噛ご一　　　・一一一＝一｝｝，’・　　　　　川治体協（醤7－3652番）

　　“脚さ一と

●⑳月卸日㈹

　　夜7時開演（6時半開場〉
●市民会館ホール

●入場料　一般500円

　　　　　中高校生300円

★竣工記念式典　10月31日（日）＜9二〇〇～＞

★竣工記念試合

　●10月31日（日）高校野球招待試合（無料）

　　　　十日町高校VS長岡高校〈10：00～＞

　　　　十日町実業高校VS小出高校〈12：30～＞

　●11月3日（文化の目）連盟選抜対抗戦

　●11月7日（日）大学野球招待試合（有料）

　　　　明治大学VS中央大学　第1試合10：00～
　　　（東京六大学）　　　（東都大学〉　第2試合13：00～

入場料
●不ット裏　大人…1，000円
●内野席（スタンド）大人700円・高校生500円
　　　　　　　　　小中学生400円
（芝）大人500円、高校隼300円、小中学生200円

●外野席　100円
’
●
入
場
券 は市民体育館にあります．
●なお当目雨天中止の場合び）払い戻しは、11／7、16：30まで

笹山野球場正面入口で行います。
●開門は8：30です。

　張ワ　いがはあ人市大

古典から愛唱曲まで誰からも親εまれる熱一懸講一をお贈

りします。　　　ぜひご来場を！

r羽根川荘」休館のお知らせ

10月2丁日停電のため、10月31日（日）六箇地区文化祭のため

今
年
は
春
の
駅
通
り
主
催
の
選
抜

会
で
準
優
勝
．
そ
の
後
校
区
大
会
、

教
委
主
催
の
秋
季
大
会
、
校
区
新

戦
で
優
勝
す
る
な
ど
の
好
成
績
を

げ
た
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
地
区
に

、
こ
の
チ
ー
ム
の
他
に
ニ
チ
ー
ム

あ
っ
て
少
年
野
球
の
メ
ッ
カ
と
も

え
ま
す
。

子
ど
も
達
の
体
力
向
上
と
チ
ー
ム

ー
ク
の
大
切
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

っ
て
い
ま
す
。
週
二
回
毎
朝
五
時

起
床
の
練
習
に
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す

（
代
表
　
錦
町
二
　
藤
橋
雄
司
さ
ん

グ
ル
ー
プ
紹
介
〉

西
小
一
区
少
年
野
球
チ
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第
十
五
回

　
　
　
　
　
　
　
、

　
第
一
部
　
日
本
画

　
■
市
展
賞
　
　
「
冬
来
の
詩
」
　
庭

野
政
義
（
本
町
七
）
　
■
奨
励
賞

「
流
雲
山
雪
」
　
柳
安
寿
（
高
島
）

「
冬
静
か
」
　
阿
部
正
明
（
北
新
田
）

■
佳
作
賞
　
　
「
牡
丹
」
　
上
村
千
代

子
（
川
西
町
）
　
　
「
猫
」
　
清
水
秀

夫
（
大
和
町
）
　
「
朝
」
　
庭
野
敦

子
（
新
座
二
）

　
第
二
部
　
洋
画

　
■
市
展
賞
　
　
「
風
の
あ
る
海
」

貝
瀬
久
（
塩
沢
町
）
　
■
奨
励
賞

　
「
旅
立
ち
」
　
宮
浩
行
（
川
西
町
）

　
「
少
女
一
人
」
　
田
中
善
男
（
四
日

町
二
）
　
　
「
出
雲
崎
港
」
　
羽
鳥
正

巳
（
四
日
町
四
）
　
「
初
冬
の
海
辺
」

…
　
　
　
　
　
を
場

…
　
　
　
　
射
会

一
　
　
　
　
　
注
い

一
　
　
　
　
　
防
よ

…
　
て
　
　
予
の

曹
い
　
煽
酷
　
吠

・
　
つ
　
　
狂
、
　
上

　
　
　
に
　
胴
野
朋
膳

　
　
　
射
　
第
す
ま
力
申

，
注
讐
灘
肋

　
　
　
と
　
　
録
施
ら
生
U

…
録
　
鐙
嘆
蜘
犬
の

　
　
　
悲
呈
　
犬
お
う
る
も

一
の
　
脚
醍
鯨
紘
妬

．
　
犬
　
年
表
れ
象
参

　
　
　
　
　
　
5
7
程
ら
対
持

。
　
　
　
　
　
和
日
け
※
※

　
　
　
　
　
　
昭
面
受

　
　
　
　
　
　
　
　
裏
で

響

若
月
藤
一
（
城
之
古
三
）
　
　
「
面
影
」

真
霜
良
夫
（
春
日
町
三
）
　
■
佳
作

賞
　
　
「
A
夫
人
像
」
　
戸
恒
三
恵
子

（
六
日
町
）
　
　
「
春
雪
」
　
藤
岡
一

之
（
塩
沢
町
）
　
　
「
妙
法
の
秋
」

小
林
幸
一
（
津
南
町
）
　
　
「
宮
内
の

マ
ド
ン
ナ
」
　
角
山
正
（
下
条
一
）

「
社
」
　
関
口
こ
う
じ
（
土
市
緑
町
）

『
8
・
3
台
風
一
過
」
　
田
村
英
之

（
関
口
町
）
　
　
「
海
」
　
長
谷
川
麻

波
（
下
組
）
　
「
物
思
い
」
　
宮
内

春
美
（
梅
沢
）
　
　
「
初
秋
の
野
尻
湖
」

関
口
美
千
男
（
本
町
五
）
　
　
「
秋
山

郷
に
て
」
　
原
進
（
稲
荷
町
三
）

「
花
」
　
阿
部
貞
子
（
本
町
六
）

「
陽
気
な
花
」
　
佐
藤
陽
一
（
長
岡

（2〉印鑑

（3）登録、注射料金3，660円
き

犬の登録、注射申込書

市
）　

第
三
部
新
し
い
美
術

　
■
市
展
賞
　
　
「
大
樹
根
」
　
佐
藤

陽
一
（
長
岡
市
）

　
第
四
部
　
彫
塑

　
■
市
展
賞
　
　
「
少
女
」
　
根
津
敬

一
郎
（
川
西
町
）
　
■
奨
励
賞
　
「
少

女
」
　
雲
谷
沙
代
子
（
中
条
新
田
）

■
佳
作
賞
　
　
「
Y
O
」
、
　
滝
沢
洋
三

郎
（
本
町
一
）

　
第
五
部
　
エ
芸

　
■
市
展
賞
　
　
「
大
鉢
」
　
半
藤
晃

平
（
栄
村
）
　
■
奨
励
賞
　
　
「
マ
ッ

ト
土
灰
花
入
れ
（
1
）
」
　
桑
原
晴

一
（
新
座
二
）
　
　
「
夏
の
北
ア
ル
プ

ス
」
　
柳
一
夫
（
高
島
）
　
■
佳
作

賞
「
窓
」
大
久
保
健
（
新
座
四
）

「
物
入
れ
」
　
塩
沢
恵
子
（
寿
町
四
）

「
花
瓶
」
　
星
名
英
子
（
中
条
下
町
）

「
座
卓
（
こ
ぶ
し
）
」
　
小
川
義
一

町　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年令 年　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　・　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　　中　　・　小

り
　
　
　
　
t
ど

り
　
　
線

Nα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　嘩　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　曹　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　，　　　　　　　印　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　騨　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　冒　　　　冒　　　一　　　一　　　薗　　一　　一　　一　一　一　一
雪一一

第8回市民芸能祭

　　一秋の部一

（
中
条
島
）
　
　
「
皿
」
　
雲
谷
沙
代

子
（
中
条
新
田
）
　
「
耳
付
花
入
れ
」

竹
内
富
男
（
内
後
）

　
第
六
部
　
書
道

　
■
市
展
賞
　
　
「
高
青
邸
詩
」
　
藤

ノ
木
三
郎
（
中
里
村
）
　
■
奨
励
賞

「
和
歌
三
首
」
　
登
坂
京
子
（
駅
通

り
）
　
　
「
五
言
律
詩
（
良
寛
詩
）
」

宮
静
子
（
丸
山
町
）
　
　
「
干
武
陵
詩
」

島
田
鉄
夫
（
川
治
下
町
）
　
■
佳
作

賞
「
漢
詩
二
首
」
村
山
五
三
郎

（
田
川
町
一
）
　
　
司
牡
丹
花
」
　
清

水
キ
ヨ
ノ
（
北
原
）
　
　
「
寸
松
庵
色

紙
」
　
塩
川
貞
子
（
稲
荷
町
一
）

「
五
言
絶
句
」
　
倉
井
一
美
（
山
本

町
一
）
　
　
「
北
原
白
秋
（
千
利
休
）
」

田
村
岳
川
（
塩
沢
町
）

　
第
七
部
　
写
真

　
■
市
展
賞
　
　
向
花
の
散
歩
」
　
内

田
道
幸
（
西
本
町
一
）
　
■
奨
励
賞

「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
　
桑
原

清
作
（
山
本
町
二
）
　
　
噛
冬
の
ハ
ス

池
」
　
樋
口
信
二
（
高
田
町
三
東
）

「
解
体
」
　
仲
淳
（
小
千
谷
市
）

期目 発表 発表団体
10／23（ガ

夜7時～
唄と踊りの
タベ

あけぼの会、多津美会、一
葉会、寿雪の会、藤原会

10／29囲

夜7時～
舞踊のタベ

北新田若葉会、初美会、鶴
夕会、鐙坂扇踊会、十目町

多賀仙会

11／6（ガ

夜7時～

詩踊と新舞

踊のタベ

喜泉会十日町支部、中条多
賀仙会、神邑会本町4支部
寿扇会、美雪会、下条民踊
クラブ

11／13（土）

夜6時半
演劇のタベ

十日町高校演劇部、

青年学級演劇コース

十日町手話サークル

「
冬
日
」
　
田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）

圏
佳
作
賞
　
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
夏
」

村
山
栄
一
（
新
座
一
）
　
　
「
ま
だ
来

な
い
か
な
」
　
田
中
真
治
（
春
日
町

一
）
　
　
「
ハ
ス
」
　
福
崎
均
（
本
町

六
）
　
　
「
日
付
の
な
い
日
記
」
　
大

熊
と
み
子
（
塚
田
）
　
　
「
シ
ー
ズ
ン

　
犬
・

　
　
ラ

　
　
番

　
　
H

　
　
50

　
　
7

　
　
E

　
　
（

ル
　
　
館

一
　
民

ホ
　
　
公

館
　
　
市

会
料
町

民
　
　
日

市
無
十

場
料
催

　
場

会
入
主

●
　
●
　
●

多数のご来場を

オ
フ
」
　
尾
身
龍
治
（
高
田
町
六
）

「
秋
陽
」
　
酒
井
通
一
（
本
町
二
）

「
浜
で
見
た
物
」
　
大
田
徹
夫
（
北

鐙
坂
）
　
　
「
雨
期
」
　
野
上
隆
文
高

島
）
　
　
「
煙
草
」
　
せ
き
ぐ
ち
か
ず

あ
き
（
塩
沢
町
）
　
　
「
夜
」
　
斉
藤

代
江
子
（
塩
沢
町
）

灘

ロズ

～

　
十
月
一
日
か
ら
小
出
保
健
所
内
に

魚
沼
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
設

け
ら
れ
、
狂
犬
病
の
予
防
業
務
を
は

じ
め
飼
犬
、
飼
ね
こ
の
引
取
り
、
野

犬
の
捕
獲
、
放
し
飼
い
犬
の
取
締
り

や
苦
情
処
理
に
関
す
る
こ
と
を
行
う

こ
と
に
な
り
、
十
日
町
保
健
所
で
は

受
付
窓
口
だ
け
で
原
則
的
に
は
取
扱

わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
飼
犬
・
飼
ね
こ
の
引
取
り

　
引
取
り
は
、
毎
週
木
曜
日
午
前
九

時
～
午
前
十
一
時
ま
で
十
日
町
保
健

所
で
行
い
ま
す
。
事
前
に
、
市
役
所

市
民
生
活
課
環
境
係
で
、
引
取
り
申

請
書
を
受
け
と
り
記
入
し
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
指
定
の
日
時
以
外
は
引

取
り
ま
せ
ん
が
、
緊
急
の
場
合
に
は
、

直
接
セ
ン
タ
i
（
小
出
町
大
塚
新
田

E
O
二
五
七
九
－
二
－
一
一
四
五
番
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
大
の
苦
情
相
談

　
苦
情
の
受
付
け
は
、
十
日
町
保
健

所
（
盈
七
－
二
四
〇
〇
番
）
と
市
役

所
環
境
係
（
E
七
…
三
二
一
番
内

線
二
二
六
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
苦
情
の
処
理
は
、
毎
週
一
回
、
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
巡
回
し
て
行
い
ま

す
。



止

（12）とお』げ夢3昭和57年10月10日
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一鴨一

犬の肇録と狂犬病予防注射日程

き

り

と

り
　
　
線

月／日（噌 班 会　場　名 時　　間

10／19（火）

1班
十　日町保健所 10：30～11二30

大　井　田　分　館 13：30～14：30

2班

中　条　公　民　館 10二30～11二30

下　条　公　民　館 13：30～14二20

東下組生活改善センター 14：40～15二〇〇

10／20（水）

1班

十日町市民体育館 10二30～11二30

羽　　根　　川　　荘 13：30～14：00

八　箇　小　学　校 14二30～15：00

2班

水　沢　公　民　館 10：30～11二30

馬　場　飼育　所 13二30～14：10

野　中　小　学　校 14：40～15二〇〇

10／21休） 2班

川　治　公　民　館 10二30～11：30

吉　田　集　会　所 13二30～13二40

就業改善センター 13二50～14二20

真　田　小　学　校 14二30～14二40

名　ケ山公民館 15：00～15二10

10／22囲 2班
新水克雪管理センター 13二30～13：50

赤　倉　小　学　校 14：30～14：40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　，　　　　　曹
軸

虐菊に

な
る
禦
・

あ
り
創

4

や
だ
、
．

ち
ξ
と
志

・
忙
か
し
、
」
ノ

　
？
・

須ノーヘー
　　　　　　，ll川’h，

読
書
の
裡

適
餉
で

　
≧
に
？
甲
■

　
　
　
　
　
　
　
γ

　
　
　
　
　
　
　
り

∠鰭

鑓
畷

＼
蘇
。
適
　
　
〆

ん
ア
日
も
可
山
ば

か
な
リ
細
（

奪
う
巾
お

運
動
の
毅
－

食
欲
の
和
・
，

　
　
十
日
町
市
職
員

　
　
　
　
募
　
集

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
採
用
の

市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。　

職
種
と
募
集
人
員

上
級
保
健
婦
…
…
若
干
名

　
保
健
衛
生
指
導
と
保
健
行
政
事
務

に
従
事
し
ま
す
。

初
級
一
般
事
務
…
…
若
干
名

　
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

　
受
　
験
　
資
　
格

上
級
保
健
婦
…
…
保
健
婦
資
格
を
有

す
る
人
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
末
日

ま
で
に
取
得
見
込
を
含
む
）
で
、
昭

和
三
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
。

初
級
一
般
事
務
…
…
高
等
学
校
卒
業

煽
，
・
懸

ー
含
　
　
し

　
　
¢
　
　
　
乙

D
肉麟

．
R
駈

つ，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

　
“
～
　
　
　
　
冊

　
　
、
、
6

ぞ
も二

弁
老
　
グ
〆
　
）
）

3
な
ゲ
す
《

3
典
ド
〆
う
逗
し
z

　
　
　
　
こ
、
5
～
干
さ
い
ー

者
（
来
春
卒
業
見
込
を
含
む
）
で
、

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
。

　
試
　
験
　
期
　
日

第
一
次
試
験
…
…
十
一
月
六
日
（
土
）

第
二
次
試
験
…
…
十
一
月
下
旬

　
受
　
付
　
期
　
間

　
十
月
十
二
日
か
ら
十
月
二
十
五
日

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

　
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
盈
七
－

三
一
一
一
番
内
線
二
三
三
番
）
へ
、

申
し
込
み
書
類
も
同
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
広
域
消
防
職
貰

　
　
　
　
も
募
集

　
来
春
四
月
一
日
採
用
の
十
日
町
地

域
広
域
事
務
組
合
消
防
職
員
（
消
防

士
）
も
つ
ぎ
の
と
お
り
一
名
募
集
し

ま
す
。

　
受
験
資
格

　
①
高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十
五
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
　
②
十

日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里

村
に
居
住
可
能
な
人
③
身
長
百
六

十
穂
．
以
上
、
胸
囲
は
お
お
む
ね
身
長

の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五
十
難
以

上
、
視
力
両
眼
の
場
合
○
・
八
以
上
、

一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五
以
上

（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
、
そ

の
他
身
体
強
健
で
体
質
上
欠
か
ん
の

な
い
人
。

　
試
験
の
期
日

第
一
次
試
験
…
…
十
一
月
六
日
（
土
）

第
二
次
試
験
…
…
十
一
月
下
旬

　
受
付
期
間

　
十
月
十
二
日
か
ら
十
月
二
十
五
日

ま
で
（
当
目
消
印
有
効
）

　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
O

　
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課

（
盈
七
－
一
五
五
五
番
）
へ
。
申
し

込
み
書
類
も
同
所
に
あ
り
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
二
十
二
日
（
金
）
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
　
新
宮
第
一
の
一

部
、
城
之
古
第
三
、
小
黒
沢
、
新
宮

第
二
の
全
部
　
▼
十
月
二
十
六
日

（
火
）
　
午
前
八
時
～
午
後
一
時

猿
倉
の
一
部
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、

赤
倉
の
全
部
　
▼
十
月
二
十
七
日

（
水
）
　
正
午
か
ら
午
後
四
時
　
上
新

はた芋ぼた餅
　材料（10個分）　　　　調理法
米一・一一…一呼・2合①小豆は、やわらかに煮てあ
はた芋（里芋）…3009　　んを作る。

小　豆一一一…一3合②米は、もち米を使わず白米
砂　糖一一一一3009　　を1時閣前に洗っておく。
塩一・…………一・小去　③はた芋は皮をむいて1c搬泣

　　　　　　　　　　　に切っておく。
④米は軟かに炊ける様、ガス釜なら2合の目盛りより

　多く、3～3．5位まで水を加え②のはた芋を一緒に炊
　き上げる。

⑤ごはんがむれたら、すりこ木ではた芋がよくまざる

　様につきまぜて、暖かいうちにあんを付ける。

　郷土食
新米が取れ、はた芋が実った十三夜に作ったそうです
はた芋の年とりともいってもち米を大切にし、はた芋
のねばりを利用した昔の人の知恵におどろかされます
実際食べてみて、餅米と違いあっさウしてとても美味
しいものです。

芋　　煮
　　　塁いも一・一・一4β0罐　ちくわ・・一一2本

　　　人　参・一一一ゆ欝◎9　がんもどき一3枚　材「
　　　笏…暦・一一・・一一・員潔⑧霧　ごぼう・一一・509

　料　さやいんげん…鷺4｛｝窪　だし一一辱一500cc

　　　〆豆腐一……一一2本　砂糖・・一一一小5
　　　コンニャク…一・一穫丁　醤油一・……　100c‘

　調理法
①里芋は皮をむき、2つか3つ位に切る。人参は三角
　に劒り、筍、コンニャク、ちくわ、ごぽうは乱切りに
　し、がんもどきは四ッ割に切る。
②だしと分量の調味料で①を煮る。煮上る前に、〆豆

　腐を1㎝位に切って入れる。
③さやいんげんは色よくゆでて、煮た上にのせる。

　郷土食
1年間を通じて、めいげつの時など季節の野菜を加え
たりして大鍋で煮ておかわりして食べます。

　　　　　　　　　（郷土料理研究会　いろり会）

田
の
全
部
　
▼
十
月
二
十
七
日
（
水
）

午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
田
麦
台

ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
池
沢
、
野
中
、
鍬
本

柄
沢
、
当
間
、
塩
ノ
又
の
全
部

違
反
建
築
物
一
斉

　
　
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

　
十
日
町
土
木
事
務
所
と
市
で
は
、

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
違

反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

帳人ロ49，416人（9月1日現在）

ふるさとの旬の料理⑲

の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や
違
3

反
建
築
物
公
開
パ
ト
・
i
ル
を
行
い

ま
す
。

　
　
建
築
相
談
所
を
開
設

と
き
　
十
月
十
五
日
（
金
）

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十
4

日
町
総
合
庁
舎
内
）
　
※
建
築
の
こ

と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
・
i
ル

と
き
　
十
月
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
』
』
澱
匙

渉
ヒ
が
2
　
轟

〇
十
月
一
日
か
ら
地
下
水
利
用
適

正
化
条
例
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
自
由
に
使
え
た
水
が
こ
世

れ
か
ら
は
使
用
目
的
に
よ
っ
て
規
制
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
湯
水
の
市

よ
う
に
使
う
時
代
は
終
っ
た
の
で
す
。
■ 帯数…12，097／推計人ロ…48，891人（男23，897人・女24，994人）※基


